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【目 的】現在,歯 科臨床で用いられている局所

麻酔薬には,ア ドレナ リンなどの血管収縮薬が添

加 されている。そのエビデンスの多くは軟組織に

おける研究であり,骨 を対象としたものはまれで

ある。そこで,局 所麻酔薬へのア ドレナ リン添加

が,顎 骨における局所麻酔の作用時間に影響を与

えるか否かを検討 した。

【方 法】実験動物 として日本白色系雄性兎を用



い,酸 素,セ ボフル ランで全身麻酔導入後,気 管

切開,大 腿動脈カニュレーシ ョンを行った。上顎

骨 に1/80000ア ドレナリン含有2%リ ドカイン(以

下E(+))と ア ドレナ リン無添加2%リ ドカイン

(以下E(-))0.5mLを 骨膜下 に浸 潤麻酔 した。
一定時間後(10～60分)に 顎骨 および粘膜 を摘

出した。また,動 脈血採血を行い,血 中リドカイ

ン濃度を測定 した。組織 リ ドカイン濃度はHPLC

法にて測定 した。

【結 果】浸潤麻酔時の血圧変動はE(-),E(+)

ともに有意差 はなく,E(+)で はア ドレナ リンの

作用により,弱 い血圧変動の傾向がみられた。組

織 リドカイン濃度はE(-),E(+)問 で有意差 を認

め,骨 と粘膜間では双方とも有意差を認めなかっ

た。 しか し,E(+)で は骨 は粘膜 よりも低濃度 と

なり,10分 後に最高濃度 を示 しその後低下 した。

血中リ ドカイン濃度 はE(-)で10分 後,E(+)で20

分後に最高血中濃度 となり,そ の後低下 した。す

べての時間でE(-)<E(+)と なった。

【考 察】E(+)で 骨 が粘膜 よ り低濃度 となった

のは,骨 は局所麻酔薬が拡散 しにくく,血 管収縮

効果を受 けにくいためだと思われた。また,E(-)

で骨 と粘膜で濃度差を認めなかったのは,リ ドカ

インには血管拡張作用があり,局 所麻酔薬が急速

に吸収 されたためと思われた。

【結 語】 リドカインにア ドレナ リンを添加する

ことで血管収縮効果により,高 い組織内濃度が期

待できるが,骨 では局所麻酔効果が軟組織 より弱

まる可能性がある。


